
まえがき  
 
 バハイ信教は世界中に迅速にひろまってきました。同時にその初期の歴史と信教の

ために命をささげた人びとについて知りたいと願う人たちの数も増えてきています。

バブの悲劇的な人生とその弟子たちの物語は、全世界のバハイに深い感銘と勇気をあ

たえる源泉となってきました。今回、『夜明けを告げる人びと』の全文が邦訳されたこ

とで、より多くの日本人も、そのおどろくべき物語にふれ、大いに鼓舞されるように

なるでありましょう。  
 
 この書の著者ナビルは、バブとその弟子たちが激烈な迫害を受け、殺害されていっ

た時代に生きた人であります。かれは、当時その場にいて、もろもろの事件を目撃し

た信頼できる人たちから情報を得ることができました。また、大殺戮に巻き込まれな

がらも生き残った人たちからも直接話を聞くことができました。  
 
 ナビルは、もろもろの事件を詳細に描写していますが、同時に、十九世紀初期のペ

ルシャの陰惨な社会状況にも言及し、その国が当時地上でもっとも堕落したところで、

そこから神の使者が現われるようになっていたことを明らかにしています。  
 
 ペルシャはかって偉大な国王たちのもとで、世界に類を見ないほどの文明を生み出

し、有名な詩人たちを輩出したのですが、十九世紀には見る影もなく落ちぶれてしま

いました。僧侶階級以外の人びとの教育は不要であるとみなされ、女性の境遇も悲惨

で、家具同様に扱われていました。人びとの間には無知と迷信がはびこり、かれらは

僧侶の意のままに動かされていました。国王は独裁的で、一般国民を軽蔑し、愛顧を

あたえたのは自分の息子や親族だけでした。国王の血を引く王子の数はおびただしく、

官職はすべて、かれらで占められていた時期もあったほどです。大半の王子は堕落し、

残酷で、何事にも極端に走り、人民に注目したのは税金徴収のときだけでした。かれ

らは、僧侶階級と共に、裁判なしにだれにでも思いのまま死刑の宣告をすることがで

きたのです。  
 
 このように腐敗し、暗黒化した社会に、希望の知らせをもたらす人たちが現われま

した。シェイキ・アーマドとセイエド・カゼムで、この二人は、聖典を研究し、その

中で約束されている偉大な人物が神から下される時期が迫っており、その人物は、ペ

ルシャの国民と全人類を平和と安寧の道に導いてくれると説きはじめたのです。  
 
 ナビルがこの物語を書き始めたのは一八八八年で、アッカでバハオラに仕えている



ときでした。バハオラは、ナビルをペルシャに送り、そこで大業を推進し、迫害され

ている信者たちを励ますように指示しました。一八九二年にバハオラがこの世を去っ

たとき、ナビルは嘆きの重圧に耐え切れず海に身を投げました。その遺体はアッカ市

近郊の海岸に打ち上げられました。  
 
 バハイ信教の守護者、ショーギ・エフェンディは、ナビルが記録した原稿を選別し、

英語に翻訳して見事な本に作り上げました。現代と未来の世代は、このおどろくべき

大作を残された守護者に深い感謝の念をいだきつづけるでありましょう。  
 
 翻訳にあたって、不明瞭な箇所を解明して下さったジュナビ・コールドウェル氏、

訳文を原文と照らし合わせて下さったトライバー・なお子氏、訳文を校正して下さっ

た鹿児島千里氏と井原昌代氏、そのほか助言や励ましを下さった方々に深く感謝する

次第です。さらに、十八章「タブリズでのバブの取調べ」と二十三章「バブの殉教」

は、ザファー・モグベル氏の翻訳を大いに参考にさせていただいたこと、また、この

「まえがき」も、ゼナ・ソラブジー氏著「ナビルの物語」の序文を参考にさせていた

だいたことを記して、深く感謝の意を表したいと思います。  
                      
                            コールドウェル・本子  
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セージ  ホッジャトに対する再度の非難とかれのテヘランへの移動  バブの

ザンジャンへの到着とタブリズへの出発  ホッジャトのテヘランでの監禁  

ホッジャトのザンジャンへの脱出  ホッジャトと仲間への敵の攻撃  敵の再

攻撃準備  アリ・マルダン・カーンの砦に入ったホッジャト  名士による攻

撃  ホッジャトの仲間たちへの忠告  サドロッド・タオレが総理大臣から受

けた砦攻囲命令  仲間たちの苦難と努力  村の若い女性ザイナブの勇敢な行

動  仲間たちの祈願の効果  ホッジャトの国王への嘆願書  嘆願書をたず

さえた使者の逮捕と増援隊の派遣  バブの殉教が仲間たちに与えた影響  司

令官の率いる大連隊の派遣  ホッジャトとアジズ・カーンの会見  砦への猛

攻撃  総理大臣の司令官への警告  敵の合同軍隊の攻撃  モヒセンの死  

砦内の婚礼の祝い  アブドル・バキの息子五人の死  オンム・アシュラフの

勇敢な行動  女性たちによる援助  司令官の裏切り計画  ホッジャトの仲

間たちへの忠告  敵の攻撃再開  ホッジャトの負傷  砦の占拠と仲間たち

への影響  仲間たちへのさらなる攻撃  司令官と幕僚の協議  地下通路の

建設  ホッジャトの妻と子供の死  ホッジャトの死と埋葬  最後の襲撃  



生存者の処置方法  ホッジャトの遺体への侮辱行為とかれの血族の運命  殉

教者の数  情報源  
 
第二十五章 バハオラのカルベラへの旅  
  バハオラの話  ケルマンシャーでミルザ・アーマドとバハオラに会ったナビル  

セイエド・バシールについて  バハオラのカルベラへの出発理由  ナビルと

ミルザ・アーマドのテヘランへの出発  カルベラでのバハオラの活動  
 
第二十六章 国王の暗殺未遂事件とその結果  
  総理大臣タギ・カーンの死  テヘランにもどったバハオラ  アジムとバハオ

ラの会見  国王暗殺未遂事件  バハオラのシア・チャールへの投獄  暗殺

未遂事件を起した者たちの運命  恐怖政治  ソレイマンについて  総理大

臣の後悔  最大の枝の話  ソレイマンの殉教  タヘレの殉教  ホセイ

ン・ヤズディの殉教  バハオラのシア・チャールの話  バハオラの共謀関係

を証明する試み  アジムの告白と死  マザンデランでバハオラの所有財産略

奪  ヤズドとナイリズの動乱の影響  バハオラの釈放とバグダッドへの追放       

 
 
 
 


